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幽玄な竹灯かりで年越しを
　12 月 31 日から元旦にかけて、男成神社でみたけ竹
灯かりが開催されました。2015 本の竹灯かりに灯さ
れた参道や境内には地域の方はもちろん、近くを通り
かかった初詣客も多く訪れ、幽玄な竹灯かりで年越し
を迎えました。　　　　　　　（21ページに関連記事）

幽玄な竹灯かりで年越しを



　

公
益
財
団
法
人　

永
青
文
庫
の
所
蔵

で
熊
本
県
立
美
術
館
に
あ
ず
け
ら
れ
て

い
る
中
に
「
領
内
名
勝
図
巻
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
領
内
名
勝

図
巻
」
は
江
戸
時
代
の
肥
後
領
内
の
滝

や
奇
岩
、
山
川
と
い
っ
た
名
勝
地
を
も

ら
す
こ
と
な
く
描
い
た
図
巻
で
、
現
存

す
る
14
巻
の
総
延
長
は
約
４
０
０
ｍ
に

及
ぶ
壮
大
な
も
の
で
す
。
図
巻
に
は
約

５
０
０
景
（
場
面
数
２
０
０
以
上
）
に

の
ぼ
る
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
内

容
や
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
か
ら
、
そ
の

後
の
真
景
図
（
実
際
の
景
色
を
描
い
た

絵
）
の
全
国
的
な
流
行
に
影
響
を
与
え

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
領
内
名
勝
図
巻
」
は
、
熊
本

藩
第
８
代
藩
主　

細
川
斉な
り
し
げ茲
が
寛
政
3

年
（
１
７
９
１
）
本
町
を
訪
れ
た
際
見

た
「
千
滝
」
と
「
五
郎
ヶ
滝
」
の
姿
に

感
動
し
、
お
か
か
え
の
絵
師
に
絵
を
描

か
せ
た
の
を
契
機
に
、
２
年
半
の
歳
月

を
か
け
て
完
成
し
た
大
作
で
す
。
こ
の

図
巻
に
は
本
町
の
滝
な
ど
の
景
色
が
最

も
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
国
の
文
化
審
議
会
は
文

部
科
学
大
臣
に
対
し
、
本
町
の
「
五
郎

ガ
瀧
」、「
聖
リ
瀧
」
を
国
の
名
勝
に
指

定
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
領
内
名
勝
図
巻
」
に
描
か
れ
た
よ
う

に
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
名
所
で
あ
る
こ

と
と
、
そ
の
姿
が
現
在
で
も
形
が
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
ず
今
も
親
し
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
領
内
名
勝
図
巻
」
は
、
熊
本
藩
主

が
大
名
同
士
の
サ
ロ
ン
で
披
露
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
国

自
慢
の
な
か
で
山
都
町
の
風
景
が
最
も

多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く

思
い
ま
す
。
今
回
の
国
指
定
名
勝
の
答

申
を
受
け
て
、
我
が
山
都
町
に
お
い
て

も
全
国
に
誇
る
べ
き
宝
の
一
つ
と
し

て
、
こ
れ
ら
を
将
来
に
伝
え
て
い
く
と

と
も
に
、
様
々
な
面
で
活
用
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

― 役場新庁舎で開庁式― 役場新庁舎で開庁式
　　職員らも誓い新たに ―　　職員らも誓い新たに ―

　役場本庁新庁舎の開庁式が１月５日、開庁式を始業前に同庁舎で挙行し、同日から供用を開始しまし
た。式には町長、教育長、町議会議長や職員約 120 人が出席し、館銘板の除幕、テープカットなどを行っ
て新たな地域拠点の開庁を祝福。行政事務のワンストップサービスの実現、または防災や住民交流の拠
点として整備された庁舎での業務に、職員はよりよい住民サービスの提供と町の発展に向けて誓いを新
たにしました。
　工藤町長は「本日より、山都町の新しい歴史をつくっていく。この庁舎は、町と町民の大きな財産で
あり、50 年、100 年と次世代へ引き継いでいくもの。これまで以上に住民福祉の向上に努め、山都町が
豊かで住みよい町となる未来を創造することを誓う。」と話し、開庁を宣言しました。
　続いて、中村一喜男町議会議長が挨拶し、開庁を喜ぶとともに職員を激励。その後、工藤町長が掲揚
台に町旗を掲揚しました。
　引き続き、町長、教育長、議長の３人が庁舎１階駐車場入口に建てられた新たな館銘板を除幕し、テー
プカットを行って町の新たな一歩を祝福。記念撮影も行いました。
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Vol.
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●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
山
の
都
創
造
課
）
井
手
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
事
務
局
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
〜

　

新
年
最
初
の
通
信
で
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
庁
舎
移
転
に
伴
い
ま
し
て
、

組
織
改
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
今
ま
で
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局
は

【
総
務
課
】
の
所
管
で
し
た
が
、【
山
の
都

創
造
課
】
へ
移
り
ま
し
た
。
今
後
、
ご
相

談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
山
の
都
創
造
課

（
℡  72

－

１
１
５
８
）
ま
た
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ

Ｏ
Ｕ
専
用
携
帯
（
℡  ０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
交
際
中
の
カ
ッ
プ
ル
に　
　
　

　
　
　
　
　

聞
い
て
み
ま
し
た
☆

＊
男
性
Ｆ
さ
ん(

42
歳)

＆
女
性
Ｙ
さ
ん(

40
歳)

＊
交
際
期
間
：
５
ヶ
月

①
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

Ｆ
：
ス
タ
ッ
フ
の
人
に
誘
わ
れ
て
。

Ｙ
：「
す
ぱ
い
す
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
交
流
会
参
加
者
募
集
の
記
事
を

見
て
。

②
初
め
て
参
加
し
た
と
き
の
感
想
は
？

Ｆ
：
楽
し
か
っ
た
。

Ｙ
：
楽
し
か
っ
た
。

③
お
互
い
の
印
象
は
？

Ｆ
：
気
楽
に
話
せ
た
。

Ｙ
：
共
通
の
趣
味
が
あ
り
話
し
や
す

か
っ
た
で
す
。

④
現
在
の
心
境
は
？

Ｆ
：
結
婚
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｙ
：
結
婚
を
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
独
身
者
へ
一

言
！

Ｆ
：
普
段
の
生
活
で
は
出
逢
え
な
い
人

と
逢
え
る
の
で
、
参
加
す
る
と
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｙ
：
幅
広
い
年
齢
の
方
が
参
加
し
て
い

る
の
で
、
年
齢
を
気
に
し
な
い
で

参
加
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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　山都町の新成人を祝う式典が、１月４
日に保健福祉センター千寿苑で開催され
ました。各自この日のために用意した晴
れ着に身を包み、町内外から159人が出席。
会場では仲間との再会に歓喜の声が絶え
ず、懐かしい顔を見つけては写真を撮り
合ったりしていました。

　式典では、新成人代表の伴剛志さん（名連川）と岩下未奈さん（白糸）に成人証書が授与さ
れました。続く新成人による誓いの言葉では、山下裕貴さん（御岳）と吉岡慈音さん（名連川）
が「一人ひとりが社会の一員であることを自覚し、また家族や周囲の方々に感謝し、命の大切
さを心に念じて一生懸命生きていきます。」と宣誓しました。
　また、新成人だけで実施された第２部では、抽選会や、学生時代お世話になった恩師たちか
らのビデオレターなども流され、久しぶりに見る恩師たちに新成人からは大きな歓声が沸きあ
がっていました。

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

清
和
地
区
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

中
島
・
名
連
川
地
区
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

白
糸
・
蘇
陽
・
五
ヶ
瀬
地
区
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

御
岳
・
下
矢
部
地
区
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

浜
町
地
区
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

成人証書の授与成人証書の授与 誓いの言葉誓いの言葉
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熊
本
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
城
南
支
所

矢
部
か
ら
子
牛
の
検
査
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
平
成
27
年
２
月
17
日
に
清
和

地
区
、
２
月
18
日
と
19
日
に
矢
部
地
区
で

子
牛
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
検

査
の
対
象
牛
は
、
平
成
26
年
８
月
か
ら
平

成
26
年
11
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛

で
す
。
畜
主
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

所
定
の
日
時
、
場
所
に
て
お
立
会
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
検

査
を
受
け
ら
れ
る
際
は
、
必
ず
子
牛
を
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
検
査
当
日
は
、

牛
の
耳
に
つ
け
る
耳
標
が
必
要
で
す
の

で
、
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
熊
本
県
畜

産
農
業
協
同
組
合
城
南
支
所
矢
部
（
72

－

０
１
０
８
）
ま
で

● 太陽光発電等による売電所得の申告について ●● 太陽光発電等による売電所得の申告について ●
　太陽光発電等による売電所得については、事業用か家庭用か、また、余剰売電（発電した電気を自宅
で使用し、その余りを売却）か全量売電（発電した電気のすべてを売却）かを問わず所得の申告をして
いただく必要があります。
１．所得の計算方法
　売電所得は、売電による収入金額から減価償却費などの必要経費（余剰売電の場合は余剰売電に関
する部分に限る）を差し引いた金額となります。

売電所得  ＝ Ⓐ売電収入 － Ⓑ必要経費
　　Ⓐ売電収入・・・電力会社から支払われた（振り込まれた）金額の合計
　　Ⓑ必要経費　＝（減価償却費＋その他の経費）×　売電割合
　　　※　減価償却費　＝　取得費（購入費－補助金等）× 0.059（太陽光発電設備の償却率）　　
　　　　　　　　　　　　　×　償却月数（その年の所有月数）÷ 12
　　　※　売電割合　＝　売電量　÷　発電した総電量
　　　　　　　　　　　　発電した総電量はご自宅の太陽光発電モニター等でご確認ください。

２．申告について
　本年の確定申告の期間は、２月 16 日㈪から３月 16 日㈪までとなっています。該当される方は、売
電の明細書、発電設備の購入費や補助金等が確認できる書類等をご用意の上、山都町の申告会場また
は熊本東税務署で申告をお願いします。
　なお、太陽光発電設備（10kw未満の事業用でないものを除く）をお持ちの方は、固定資産税の償
却資産申告も必要となります。詳細については、担当課までお問い合わせください。
　　　山都町役場　　税務住民課　課税係　℡　0967-72-1128
　　　清和総合支所　総務住民課　℡　0967-82-2111
　　　蘇陽総合支所　総務住民課　℡　0967-83-1111

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
　平成 25 年分から平成 49 年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の 2.1％）を所得税
と併せて申告・納付することとされています。
　確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れが無いようご注意ください。
※還付申告の方を含め、申告される全ての方について記載が必要となります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「個人の方に係る復興特別所得税のあら
まし」をご覧いただくか、最寄りの税務署へご相談ください。
　熊本東税務署（電話 096-369-5566）※自動音声案内

公的年金収入のある方の確定申告について
　公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が
20 万円以下である場合には、所得税及び復興特別所得税について確定申告をする必要はありません。
　ただし、この場合であっても、
　①　所得税及び復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。
　②　住民税の申告が必要な場合があります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）をご覧いただくか、最寄りの税務署へご相
談ください。
　熊本東税務署（電話 096-369-5566）※自動音声案内

電子証明書の更新手続はお済みですか
　電子証明書とは、国税電子申告・納税システム（e-Tax）及び地方税ポータルシステム（eLTAX）を
はじめとしたインターネットを利用して行政手続を行う際に、本人確認の役割を果たすものです。
有効期限は発行日から３年です。期限間近の方や既に期限を過ぎている方については、窓口での更新手
続が必要です。
　詳しくは、公的個人認証サービスポータルサイト（http://www.jpki.go.jp/）をご覧いただくか山都町
役場税務住民課へご相談ください。
※更新手続には本人確認用書類のほか、発行手数料が必要です。
　山都町役場　税務住民課　戸籍住民係（電話 0967-72-1172）

子牛検査の実施について
子牛予防注射日程表：平成26年８月～平成26年 11月１日生まれ

（対象市場：平成 27 年４月～６月市場）
月日 地区 検査場所 時　　間 班 獣医 月日 地区 検査場所 時　　間 班 獣医

２
月
17
日
（
火
）

清
和
地
区

法連寺 9:30 ～ 9:50
自
衛
防
獣
医
師

2
月
18
日
（
水
）

浜
町
地
区

梅 木 8:50 ～ 9:10

Ａ　

班

原
田
獣
医

川 口 10:00 ～ 10:20 杉 木 9:20 ～ 9:40
井 無 田 10:30 ～ 11:20 上 寺 9:40 ～ 10:00
郷 野 原 11:30 ～ 12:10 芦 屋 田 10:10 ～ 10:40
大 川 13:30 ～ 13:40 長 田 10:40 ～ 11:10
高 月 13:40 ～ 14:30 長田山中 11:10 ～ 11:40
米 生 14:40 ～ 15:10 市 原 11:40 ～ 12:10
貫 原 15:20 ～ 15:30 山 田 12:30 ～ 13:00

月日 地区 検査場所 時　　間 班 獣医 月日 地区 検査場所 時　　間 班 獣医

2
月
18
日
（
水
）

白
糸
・
浜
町
・
下
矢
部
地
区

犬 飼 8:50 ～ 9:00

Ｂ　

班

坂
本
獣
医

2
月
19
日
（
木
）

中
島
地
区

田小野 9:00 ～ 9:50

Ａ　

班

坂
本
獣
医

新 小 9:10 ～ 9:30 上 鶴 10:00 ～ 10:20
下 市 9:40 ～ 10:00 北 中 島 10:30 ～ 11:40
千 滝 10:00 ～ 10:20 水の田尾 11:50 ～ 12:00
牧 野 10:20 ～ 10:30 萱 野 12:10 ～ 12:40
白 小 野 10:30 ～ 11:00
名 ケ 11:00 ～ 11:20
荒 谷 11:20 ～ 11:30
葛 原 11:50 ～ 12:00

月日 地区 検査場所 時　　間 班 獣医

2
月
19
日
（
木
）

御
岳･

名
連
川
地
区

畑 8:50 ～ 9:00

Ｂ　

班

原
田
獣
医

成 君 9:00 ～ 9:20
男 成 9:20 ～ 9:40
稲 生 野 9:40 ～ 10:10
西 谷 10:10 ～ 10:30
杉 の 鶴 10:30 ～ 10:40
黒 木 尾 10:40 ～ 10:50
入 佐 10:50 ～ 11:20
下名連石 11:20 ～ 12:00
鍛 冶 床 12:00 ～ 12:20

※　検査対象月生まれの子牛は必ず全頭検査を受けて下さい。
※　検査を受ける子牛は必ず繋いでおいてください。
※　個体識別耳標を準備しておいてください。

※子牛検査料金
項　　目 １頭 ２頭

年 会 費 1,600 1,600
子 牛 登 記 料 2,300 4,600
予 防 注 射 料 2,730 5,460
子牛基金事務費 300 600
あ げ こ 代 50 100

計 6,980 12,360
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　農大を卒業してすぐ就
農しました。青年就農給
付金を受け家族とは別の
経営体で、中玉トマトと
水稲を栽培しています。
就農したばかりですが、
これからは他の農家にで
きないようなことを考
え、よりよい農業経営を

目指していきたいです。

　家族経営で、イチゴ、米、
栗を作っています。就農する
前は家を継ぐことを前提に、
農業法人で働いていました。
農繁期は、自由な時間がなく
大変ですが頑張れば頑張った
分返ってくるのでやりがいを
感じています。藤岡委員さん
のような農業者を目指してい

ますので、長い目で見守ってください。

木野 雅誠 さん
（郷野原・21歳 就農２年）

頑張る“わきゃもん”頑張る“わきゃもん”
～～山都町の明日を担う農業者山都町の明日を担う農業者にお話を聞きました～にお話を聞きました～

☆藤岡正輝委員より一言
　農業はもとより地域の色々な所に出向かれ
て、見聞を広められています。若手リーダー
の一人として期待しています。

☆木野誠喜委員より一言
　これからしっかり経験を積み、親以上
の農業者へ成長してもらいたいと思って
います。

中畠 由博 さん
（白小野・31歳 就農５年）



“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ステ
ージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢

こ

の
音
楽
が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る｣

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　

高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

功さん (74)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こうち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　

日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

  　
　

和
田 

要
か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　

自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　
大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　 　
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　                 「
生
き
が
い
」

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ”笑顔”の魔法 ―

進
む
県
内
の
高
齢
化

interview

◎ Profile（チャーリー ながたに）

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10 万人

20 万人

30 万人

40 万人

50 万人

60 万人

15.4%

18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

「退職して良かったと思えたのは 1カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

　

　
あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？
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日時：平成27年2月15日（日曜日）
開場：午前９時30分
開演：午前10時
場所：図書館ホール
演題：「未来のために今をどう生きるか」
講師：内山　節 氏
※駐車場が限られますので、図書館周辺駐車場への駐車にご協力ください。
　山都町役場本庁駐車場・隣保館・中尾運動広場

図書館情報
－読書とは著者と対話することです。ー

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

★平成27年3月のわくわく号運行予定★

※道路事情により、巡回を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。
※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
3月4日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～） 馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
3月5日(木)  ブルーベリーの家（午前10時15分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたる（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
3月6日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾公民館（午後2時20分～）
　　　　　     まこと薬局駐車場（午後3時～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
3月18日(水)  金内公民館（午前9時45分～）

　　　　　　　こころ（午前10時30分～）

　　　　　　　島木のお店（午前11時～）

　　　　　　　矢部中学校（午後1時15分～）

　　　　　　　白小野（午後2時～）

　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）

　　　　　　　大地（午後3時～）

3月19日(木)  稲生野（午前9時45分～）

　　　　　　　山風華（10時20分～）

　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）

　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）

　　　　　　　菅（午後2時30分～）

3月20日(金)  風ノ木（午前10時～）

　　　　　　　浜美荘（午前10時35分～）

　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）

　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）

　　　　　　　光露館（午後1時40分～）

　　　　　　　彩雲苑・すみれ（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
3月10日(火)  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
3月11日(水)  原尻公民館（午前10時～） 
　　　　　     井無田診療所横（午前11時～）  
　　　　　     支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時～）

山都町図書館だより 声の灯り
ー89号ー

図書館講演会開催のお知らせ

　12月21日（日曜日）図書館にてクリスマ
ス会が開かれました。小雪舞う寒い日でした
が、約100名の来場者がありました。先ず
は矢部高校日本拳法部のみなさんが、ハン
ドベルを演奏し、クリスマス会がスタートし
ました。楽しい手遊びで盛り上がった後は、
エプロンシアターでの「三匹のやぎのがらが
らどん」です。男性が演じると迫力があり、
みんな聞き入っていました。続いて、会場を
真っ黒にしてブラックシアターのお話しです。
暗闇の中で光る森の動物やお星さまがキラ
キラ輝きます。そして、すっちゃーげーむで
す。すっちゃーげーむとは、ゼスチャーする
人が何をやっているか当てるゲームです。子
どもも大人も大笑いでした。絵本の読み語り
は「はたらきもののじょせつしゃけいてぃー」
のお話です。ケイティの活躍をみんなわくわ
くして聞きました。そして、遠くから鈴の音
が聞こえて・・・サンタクロースの登場です！
みんなに絵本を届けてくれました！どんな絵
本があるのか、図書館スタッフから紹介しま
す。最後に矢部高校家庭科クラブの皆さん
手作りのプレゼントを貰って、みなさん大満
足のクリスマス会だったようです。

参加対象：読み語りをされている方、絵本の好きな方、子どもさん・お孫さんへの絵本を
選びたい方など、どなたでも参加できます。みなさんの参加をお待ちしております！

絵本講座　－絵本のとびら開講のお知らせ－

日時：平成27年2月22日（日曜日）午後2時より　
場所：図書館ホール
次回はロジャーデユボアザンの作品を読みあいます。

「ちゃぼのバンダム」ルイーズ・ファティオ文　乾侑美子訳　童話館　
「がちょうのペチューニア」松岡享子訳　冨山房　
「めうしのジャスミン」乾侑美子訳　童話館
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　11月 23日、菅尾コミュニティセンターで菅尾感謝まつりが開催され、祭りの中で「今
村岩戸神楽」の披露がありました。今村岩戸神楽は宮崎県諸塚村から江戸時代に今村地区
に伝わり、無病息災や五穀豊穣を祈願して舞われていました。しかし、地区内の高齢化に
よる後継者不足などにより、中断と復活を繰り返してきました。
　最後に舞ったのが３年前。何とか昔から伝わる神楽を復活させたいと、今村岩戸神楽の
保存会と地元の若手が昨年３月から練習を再開
しました。保存会から舞を習い週１回の練習を
重ね、今回菅尾感謝まつりで待望の舞を披露し
ました。演目は「東征」。すべての舞が終わる
と、地域住民からは大きな拍手と歓声が上がっ
ていました。保存会の田上会長は、「いつの日か、
神楽の全三十三座を復活させ、夜神楽などもで
きれば。」と話されていました。

　12月 6日・7日の二日間、鮎の瀬交流館こめ屋プロ
ジェクトチームが東京お台場MEGAWEBで開催された
「東京トヨペットプレゼンツ ママハピ EXPO～ママのは
たらくと子どもの教育を応援～」にて、白糸のPRと物
産販売および注文会を行いました。
　当日は、「水ものがたり」、「すげ米」の2種類のお米
を中心に白糸の特産品を販売しました。小さなおにぎり
を試食したお客様は「甘くて美味しい」「いつも食べてい
るお米と全然違う」など好評で、用意した300gから５
kgまでの各種のお米をその場で手に取り、あわせてみそ
漬けなども購入する姿が見られました。
　また、６日には「くまモン」も一緒にステージに立ち、
白糸のお米と山都町のPRを行いました。
　そして、今回は販売だけではなく、現地でお客様に注
文票をお渡しして後日、山都町からまとまったお米を配
送する「継続する繋がり」を目的としており、現在、注
文が来ています。今後の白糸の活動に目が離せません！

「東京トヨペット～教育を応援～」Heartful  Kitchen ブースにて「東京トヨペット～教育を応援～」Heartful  Kitchen ブースにて
鮎の瀬交流館こめ屋プロジェクト in ママハピEXPO!鮎の瀬交流館こめ屋プロジェクト in ママハピEXPO!

ステージイベントにくまモン登場。この日一番の賑わいでした。

大人気の ” お米のつかみどり” に子どもたちも夢中です。

数多くのお客様にお越しいただきました。

鮎の瀬交流館こめ屋プロジェクトチームのみなさん
左から　三浦祝弘さん、高屋恭子さん、こがまりさん、中原麻衣子さん
　　　　松川陽一さん、松本麻子さん、田嶋俊介さん

熊本県東京事務所の方々をはじめ、たくさんの方々の御協力の
もと今回のイベントを行いました。

熊本から東京までお米と荷物を運んできたトラックも
販売用ディスプレイです。

1313 12



そ
の
61

　

今
回
の
「
棚

田
の
生
き
も

の
」観
察
会
は
、

「
子
ど
も
ゆ
め

基
金
」
の
助
成

を
受
け
て
企

画
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の

助
成
に
よ
り

必
要
な
観
察

用
具
を
揃
え
、

観
察
の
準
備

を
整
え
な
が
ら
観
察
会
当
日
を
待
っ
た
。

　

観
察
会
の
実
施
２
週
間
前
に
、
台
風
18
号

が
九
州
に
接
近
し
た
。
山
都
町
に
お
い
て
は

特
に
被
害
も
な
く
、
安
心
し
た
矢
先
に
台
風

19
号
が
発
生
し
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
今
年

最
強
の
台
風
と
発
表
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
の
１

週
間
は
、
台
風
の
進
路
を
毎
日
確
認
し
な
が

ら
心
配
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

観
察
会
実
施
日
の
２
日
前
に
は
、
台
風
19

号
は
沖
縄
付
近
を
北
上
し
て
お
り
、
熊
本
ま

で
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
っ
た
が
、
山
都
町

で
は
す
で
に
風
が
吹
き
始
め
た
。

　

さ
ら
に
、
観
察
会
前
日
は
、
風
に
加
え
て

時
折
雨
も
降
り
、
当
日
の
観
察
会
は
午
前
中

だ
け
の
実
施
に
変
更
し
た
。
た
だ
し
、
風
雨

が
強
く
な
れ
ば
実
施
も
危
ぶ
ま
れ
た
。
夜
中

に
何
度
も
台
風
情
報
を
確
認
し
な
が
ら
、
観

察
会
当
日
を
迎
え
た
。

　

10
月
12
日
観
察
会
当
日
。
明
け
方
は
弱

い
な
が
ら
も
雨
混
じ
り
の
風
が
吹
い
て
い
た
。

も
し
か
し
た
ら
田
ん
ぼ
で
の
観
察
活
動
が
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、
ス
タ
ッ
フ
の

村
山
さ
ん
と
共
に
白
糸
地
区
の
棚
田
に
出
か

け
て
、
田
ん
ぼ
や
周
辺
の
生
き
も
の
を
少
し

採
集
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

　

た
も
網
を
使
っ
て
田
ん
ぼ
や
用
水
路
に
住

む
生
き
も
の
を
探
し
て
み
る
と
、
わ
ず
か
な

時
間
だ
っ
た
が
、

数
種
類
の
生
き

も
の
た
ち
を
採

集
で
き
た
。

　

採
集
し
た
生

き
も
の
を
水
槽

に
入
れ
て
田
ん

ぼ
の
近
く
に
置

き
、
集
合
場
所

に
向
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
私

の
自
宅
に
は
、

台
風
の
影
響
を
心
配
さ
れ
た
参
加
者
か
ら
欠

席
の
連
絡
が
幾
つ
か
あ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
日
の
観
察
会
に
は
、
今
年
の
８
月
ま

で
山
都
町
の
副
町
長
と
し
て
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
山
本
さ
ん
が
、
親
子
で
は
る
ば
る
東
京

か
ら
来
ら
れ
て
い
た
。

　

息
子
の
し
ゅ
う
ま
君
は
「
田
ん
ぼ
に
行
っ

て
生
き
も
の
を
探
し
た
い
な
。」

と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。

　

そ
の
願
い
が
天
に
届
い
た
の
だ
ろ
う
、
な
ん

と
集
合
時
間
に
は
雨
も
風
も
止
ん
だ
の
だ
っ
た
。

（
次
号
に
続
く
）

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢部高等学校長　月井雅晴　
　平成26年 11月 25日の熊本日日新聞の読者のひろばに「町の将来担う矢部高の存続」という意見があり
ましたが、矢部高校の職員を代表してお礼を申し上げます。とても心強く思いました。ありがとうございます。
せっかくですから、この機会に本校の「良さがみんなにわかる取り組み」と「良さを増やす取り組み」につい
て御説明します。
　「良さがみんなにわかる取り組み」は２種類あります。
　まず、広報です。学校新聞「通潤魂」は、町立中学校等の生徒と職員の皆さんへの配付及び山都町内回覧等
に加え、パンフレットも併せて今年度から町内の銀行や病院等に配置しています。ホームページについては、
多くの職員で生徒の日々の活動をほぼ毎日掲載しています。山都町の広報誌「広報やまと」にも、ほぼ毎月、
本校関連記事を載せていただいています。
　次に、より多くの人に実際に本校を見に来ていただくための取り組みです。夏休みの中学３年生の体験入学
に加えて、今年度から、小学生の社会科見学の受け入れや、地元の農家の方や森林組合と分担した中学２年生
の職場体験の受け入れを行い、また、保護者に限定していた学校開放週間の案内対象を小中学校長等に拡大し
ました。特に、今年度は町の御協力があり、本校文化祭と並行して校内で開催の健康フェスタ及び本校生と役
場職員とで町の将来を考える劇の発表等により、多くの方に壁新聞や合唱コンクール等の生徒の作品や活動を
観覧していただきました。
　「良さを増やす取り組み」については１つ御紹介します。緑（みどり）科学科は、これまでも、八朔祭の大造
り物の製作や和紙「浜町紙」の復元等で町に貢献してきましたが、３年生の課題研究の一環として、今年度は
町内にある３つの道の駅にちなんだ特産品を、地元の杉材等で製作するプロジェクトに取り組んでいます。まず、
６月から、通潤橋模型「かけはし」の製作を始めました。盲学校や町内小学校等を中心に200個近く販売して
きました。次に、端材と清和文楽邑のマーク（男女面）を使用したパズル「清和文楽」の販売に向けて、現在、
試作を繰り返しています。また、道の駅にちなんだ特産品以外にも、県産材アピールのため、端材を活用した
「かどっこのくまモン」の製作を始め、毎月20個ずつですが、昨年12月 26日午後２時に熊本市のくまモン
スクエア（http://www.kumamon-sq.jp/）で販売を開始しました。３時間ですべて売れました。
　以上、「良さがみんなにわかる取り組み」と「良さを増やす取り組み」を両輪に、職員一同、頑張ってまいり
ますので、今後とも本校への応援をよろしくお願いします。

山都警察山都警察署・署協議会だより署協議会だより山都警察署・署協議会だより 山都警察署
TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110
山都警察署

TEL72ー 0110

　昨年中、山都町内において、14 件の重傷事故（加療１ヶ月以上）が発生し、そ
の内の大部分が、居眠りや前方不注視、脇見などのいわゆる「運転手の注意力散
漫が原因の交通事故」でした。
　中には、一歩間違えば死亡事故、現に当事者が脳挫傷や骨盤骨折等の重大な怪
我を負われた事故も発生しています。
　この種の事故は、昼間・夜間を問わず、また、誰もが起こす可能性のある事故
ですが、意識と心がけひとつで、防止することが可能です。
　この種の事故を防ぐために
　　○少しでも眠気や疲れを感じたら休憩すること。
　　　～そのために時間にゆとりのある運転を! !
　　○食後や暖かい日は特に注意すること。（居眠り運転の防止）
　　○緊張感・危機感を持つこと。
　　　車両は、「凶器」であり、人命を奪う可能性と危険性があることを常に意識
　　　すること。
　　　　あなたの運転で、大切な人命を奪うこともあるのです。
　　○「車は出てこないだろう。」ではなく、「車や人が飛び出てくるかもしれない。」
　　　という「～かもしれない運転」を心がけること。
　併せて
　　○全席シートベルトの着装
　　○チャイルドシートの適正な利用
　　○速度を控えた運転
等の基本を守り、山都町で悲惨な交通事故が発生しないようにお互いが注意しましょう。

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成26年中
刑法犯 44件（37件）
人身交通事故 41件（42件）
（ ）内は平成25年中の発生状況

注意!漫然運転による交通事故!!注意 !漫然運転による交通事故!! 〈交通死亡事故遺族の手記〉
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保健センターだ保健センターだより保健センターだ保健センターだより保健センターだよりvol.40

　春にかけて、毎年、野焼きによる火災が多く発生する時期を迎えます。
　次のことに注意し、火災を出さないようにしましょう。
野焼きによる火災を防ぐポイント
○乾燥注意報や強風注意報発令中は野焼きを行わない。
○決して一人では行わず、複数人で行うこと。
○高齢者のみでは危険であるので行わない。
○厚い生地の衣服を着るなど、着火しにくい服装で行う。
○事前に役場総務課で火入れ申請を行う。
○ジェットシューターなどの消火用具を準備する。
　消防団では、ジェットシューターの貸し出しを行っています。野焼きの際は、お近くの消防団員に
ご相談ください。

　いったん火災が発生すると、強風の影響などで火の回りが想像以上に早くなり、火や煙に巻か
れることがあります。万が一、火災が発生した場合には、無理して消そうとせず、安全な場所に
避難するとともに、速やかに山都消防署に通報してください。

山都消防署　電話７２－１６１０　　役場総務課　電話７２－１１１１

野焼き火災にご注意を！！野焼き火災にご注意を！！

障がい者福祉だより

　在宅や通所などで利用する訪問系のサービスと、入所施設等で行うサービスがあります。
　入所施設等で行うサービスは「日中活動系サービス」と「居住系サービス」に分けられています。
　今回は在宅や通所などで利用する「訪問系サービス」についてご説明します。
※介護保険法の規定により同様のサービスを受ける事ができる方は、介護保険制度によるサービスが優先
されます。
訪問系サービス　－在宅で訪問を受けたり、通所などで利用するサービスです。

サービスの名称 内　　　　　容

居宅介護（ホームヘルプ） 自宅で入浴や排せつ、食事などの介助をします。

重度訪問介護 重度の障がいがあり常に介護が必要な人に、自宅で入浴や排せつ、食事
などの介助や外出時の移動の補助をします。

行動援護 知的障がいや精神障がいにより行動が困難で常に介護が必要な人に、行
動するとき必要な介助や外出時の移動の補助などをします。

同行援護 重度の視覚障がいにより移動が困難な人に、外出時に同行して移動の支
援を行います。

短期入所（ショートステイ） 家で介護を行う人が病気などの場合、短期間、施設へ入所できます。

重度障害者等包括支援 常に介護が必要な人の中でも介護の必要な程度が非常に高いと認められ
た人には、居宅介護などの障がい福祉サービスを包括的に提供します。

＊来月号では入所施設等で行うサービスについてご説明します。
●山都町役場　　健康福祉課　７２－１２２９
●清和総合支所　健康福祉課　８２－２１１１
●蘇陽総合支所　健康福祉課　８３－１１１１

○先月号に引き続き、障がい福祉サービスについてご説明します。今月号では「サービス
の内容」についてです。

問い合
わせ先

　２月１日から２月７日までの１週間は「生活習慣病予防週間」です。家庭でも、健康や生活習慣病予
防について考えてみましょう。
　今回は、町の生活習慣病予防の取り組みを紹介します。
　山都町では、“ 子どものうちから自分の健康状態に目を向け、生活習慣病予防に心がけてもらう ” と
いうことを目的に小児生活習慣病予防事業に取り組んでいます。この事業では、小学５年生を対象に健
康診断と健康教室を実施しています。
　これは、過去５年間の小児生活習慣病予防健診結果の一部です（健診受診は希望者のみ）

　毎年、血糖異常や脂質異常、肥満など、生活習慣病が心配される子どもがいます。

　学校で実施する健康教室では、今増えてきている糖尿病をテーマに学習をしてもらっています。糖尿
病がどのような病気なのかを学んだ後、日常の生活の中で、子どもたち自身が考え実行できるよう、お
やつのカロリー、１日に食べてよい量について学習してもらっています。

　教室前に実施するアンケート結果を見ると、子ども
も保護者も、学校や仕事から帰宅してからの間食や夕
食から就寝までの間食が習慣化しています。
　間食をするとカロリーの摂り過ぎになりがちなの
で、肥満につながっていきます。間食の時間帯や量を
見直しましょう。

★夜摂りすぎたエネルギーは脂肪となって貯蔵されま
す。脂肪を増やさないために、夕食後のデザート、
夜食などは控え、夕食から就寝までは３時間をあけ
るようにしましょう
★食べている物にどのくらいのカロリーがあるのか、
食品に表示してある『栄養成分』を見て確認する習
慣をつけましょう。
　【小学校５年生の場合】
　　１日にとってよい間食のカロリーは、
　　　１日の総エネルギー 2,000kcal の１割＝ 200kcal
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熊
本
県
立
高
等
学
校
聴
講
生
の
募
集

　

こ
の
制
度
は
、
一
般
教
養
を
高
め
、
ま
た

職
業
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
得
よ
う
と
す

る
社
会
人
に
対
し
、
県
立
学
校
の
全
日
制
課

程
に
お
い
て
勉
学
の
場
を
提
供
し
、
生
涯
学

習
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
資
格

社
会
人
の
方
で
、
学
習
意
欲
が
あ
り
１
年

間
を
通
じ
て
聴
講
で
き
る
方

▼
手
続
き
・
費
用

希
望
さ
れ
る
方
は
、
矢
部
高
校
か
ら
事
前

に
説
明
を
受
け
ら
れ
た
後
、
聴
講
許
可
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
選
考
の
う

え
聴
講
許
可
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
聴
講
許
可
手
数
料

　

１
，
４
０
０
円
（
１
人
に
つ
き
）

▼
聴
講
料
（
年
間
）

　

５
，
０
０
０
円

　

週
２
時
間
（
２
時
間
×
１
回
）

※
こ
れ
以
外
に
聴
講
に
必
要
な
教
科
書
代
や

教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
聴
講
科
目

▽
農
業
情
報
処
理

　

週
２
時
間
（
２
時
間
×
１
回
）
３
名

　

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
や
情
報
処
理
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
学
習

し
ま
す
。

　

・
社
会
生
活
や
農
業
分
野
に
関
す
る
情
報

及
び
情
報
手
段
の
活
用
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
３
日
㈫
〜
３
月
10
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

矢
部
高
等
学
校
（
72

－

０
０
２
４
）

お
し
ら
せ
版

下

宿

先

の

募

集

　

矢
部
高
校
で
は
、
遠
方
か
ら
の
生
徒
の

受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
希
望
す
る
生
徒
（
保

護
者
）
に
あ
っ
せ
ん
で
き
る
下
宿
先
を
探
し

て
い
ま
す
。
下
宿
先
と
し
て
希
望
さ
れ
る
方

は
矢
部
高
校
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
の
下
宿
希
望
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
入
学
者
の
確
定
ま
で
未
定
で

す
の
で
ご
承
知
置
き
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

矢
部
高
等
学
校
（
72

－

０
０
２
４
）

無
料
登
記
相
談
所
開
設

　

土
地
・
建
物
等
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
等

の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊
本
地
方

法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
。

▼
日
時

　

２
月
12
日
㈭　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

千
寿
苑

▼
予
約
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　
　
（
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５
）

※
音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
山
都
町

相
談
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

年

金

相

談

　

２
月
の
年
金
相
談
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
期
日

　

２
月
13
日
㈮

▼
場
所

　

矢
部
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

福

祉
・

法

律

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
相
談
窓

口
が
福
祉
・
法
律
相
談
所
で
す
。相
談
は
無
料
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
内

容
に
よ
り
関
係
機
関
へ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
相
談
所

▼
期
日

　

２
月
５
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

■
法
律
相
談
所

▼
期
日

　

２
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

清
楽
苑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
82

－

３
３
４
５
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

秋
山
正
子
先
生
講
演
会

　

上
益
城
医
師
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
仕
事
の

流
儀
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
に
出
演
さ

れ
た
秋
山
正
子
氏
を
お
招
き
し
、
在
宅
医
療

を
考
え
る
住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

工
夫
は
何
な
の
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
１
回

▼
日
時

　

２
月
11
日
㈬　

午
後
１
時
〜

▼
場
所

　

嘉
島
町
町
民
会
館
ホ
ー
ル

■
第
２
回

　

３
月
22
日
㈰　

午
後
１
時
〜

▼
場
所

　

千
寿
苑

▼
対
象
者

　

上
益
城
郡
内
の
住
民

▼
参
加
費

　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
郡
医
師
会

　
（
０
９
６
―
２
８
２
―
０
４
６
１
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園

指
定
80
周
年
記
念
写
真
展
」

　

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
は
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
年
）
12
月
４
日
に
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
、
今
年
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

記
念
の
年
に
、
80
年
に
及
ぶ
歴
史
を
振
り
返

り
、
風
景
か
ら
見
た
時
代
の
歩
み
を
、
現
代
・

次
代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
80
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
主
催
で
記
念
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

国
立
公
園
指
定
以
前
の
昭
和
初
期
か
ら
50

年
代
に
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
風
景
写
真
で
す
。

　

お
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

２
月
６
日
㈮
〜
２
月
20
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

　

道
の
駅
「
通
潤
橋
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
自
然
環
境
事
務
所

　
（
０
９
６
７

－

３
４

－

０
２
５
４
）

　
【
山
の
都
創
造
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
対
象
疾

病
が
１
５
１
に
拡
大
し
ま
し
た

　
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
」
の
対
象
と
な
る

疾
病
が
、
１
３
０
か
ら
１
５
１
へ
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
は
、
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
必
要
と
認
め
ら
れ

相

談

窓

口

講

演
・

講

習

た
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
手
続
き

①
対
象
疾
病
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
証
明
書
（
診
断
書
な
ど
）
を
持
参
し
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
担
当
窓
口
に
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
障
害
支
援
区
分
の
認
定
や
支
給
決
定
な
ど

の
手
続
き
後
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
訓
練
系
、
就
労
系
サ
ー
ビ
ス
等
は
障
害
支

援
区
分
の
認
定
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

平
成
26
年
分
確
定
申
告
会
場

　

平
成
26
年
分
確
定
申
告
会
場
は
、
熊
本
東

税
務
署
の
庁
舎
内
に
開
設
し
ま
す
。

　

申
告
及
び
納
税
の
期
限
は
、
所
得
税
・
贈

与
税
に
つ
い
て
は
３
月
16
日
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
山
都
町
役
場
が
実
施
す
る
申
告
相

談
日
程
に
つ
い
て
は
別
途
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

▼
会
場

　

熊
本
東
税
務
署
（
熊
本
市
）

▼
期
間

　

２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
日
は
除
く

▼
注
意

①
原
則
、
土
・
日
曜
日
は
開
設
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
２
月
22
日
、
３
月
１
日
に
限
り

開
設
し
ま
す
。

②
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

③
期
間
中
、
多
数
の
来
場
者
で
大
変
混
雑
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
金

額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
作
成
し
た
申
告
書
を
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
て
送
信
し
た
り
、
印
刷
し
て
郵
送

で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
会
場

に
出
向
く
必
要
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。

是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　
（
０
９
６

－

３
６
９

－

５
５
６
６
）

【
税
務
住
民
課
（
72

－

１
１
２
８
）】

就

学

援

助

費

制

度

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
お
よ
び
中
学

校
に
お
け
る
義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
図

る
た
め
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
お
よ
び
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
、
学
用
品
・
修
学
旅
行
費
・
給

食
費
・
医
療
費
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

▼
援
助
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

　

・
町
内
に
住
所
が
あ
る

　

・
町
立
の
小
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒

　

・
申
請
書
に
掲
げ
る
理
由
に
該
当
す
る
保

護
者

▼
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、
各
学
校

に
申
請
書
が
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
書
と
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
通
学
す

る
学
校
が
指
定
す
る
日
ま
で
に
、
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生
に
つ
い

て
は
、
入
学
す
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員

会
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
。
提
出
に
つ
い

て
は
、
入
学
す
る
学
校
へ
２
月
27
日
㈮
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
（
72

－

０
４
４
３
）

蘇
陽
小
学
校
学
童
保
育
指
導
員
募
集

　

蘇
陽
小
学
校
学
童
保
育
「
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
放
課
後
生
活
活
動

の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
勤
務
場
所

　

蘇
陽
地
区
柏
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

▼
勤
務
時
間

　

４
時
間
〜
８
時
間
程
度

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

イ

ベ

ン

ト

お

知

ら

せ

やまトーク（みんなの座談会）開催のお知らせ
　次のとおり、やまトーク（みんなの座談会）を開催します。
　やまトークは、町長や自治振興区から事前アンケートで頂いた内容に関連する担当課長が町民と直接対
話する場です。住民の皆様のたくさんの参加をお願いします。

自治振興区名 日　　　時 会　　　場
朝 日 自 治 振 興 区 ２月２日（月） 午後６時 30 分～ 井無田公民館
御岳西部自治振興会 ２月４日（水） 午後７時～ 入佐集会所
小 峰 自 治 振 興 区 ２月５日（木） 午後７時～ 元小峰公民館
中島西部自治振興区 ２月６日（金） 午後７時～ 中島西部ふれあいセンター
浜町Ｃ地区自治振興会 ２月９日（月） 午後６時 30 分～ 中尾児童館
大 野 自 治 振 興 区 ２月10日（火） 午後６時～ 西部交流館
下名連石自治振興会 ２月11日（水） 午後６時～ 下名連石老人憩いの家
菅 尾 自 治 振 興 区 ２月13日（金） 午後６時～ 菅尾コミュニティセンター
下矢部西部自治振興区 ２月17日（火） 午後６時 30 分～ 下矢部西部地区農村環境改善センター
中島東部自治振興会 ２月18日（水） 午後６時～ 金内公民館
御 岳 振 興 会 ２月19日（木） 午後７時～ 皆和
御 所 自 治 振 興 区 ２月20日（金） 午後６時～ ＪＡ名連川支所集会場
下矢部東部自治振興会 ２月23日（月） 午後７時～ 下東多目的ホール
浜 Ａ 自 治 振 興 会 ２月24日（火） 午後６時～ 中央公民館
二 瀬 本 自 治 振 興 区 ２月25日（水） 午後７時～ 二瀬本コミュニティセンター
長 谷 自 治 振 興 区 ２月26日（木） 午後７時～ 長谷地区交流館

▶問い合わせ先　企画政策課（７２－１２１４）

募

集

1919 18



　

１
月
11
日
、
通
潤
橋
前
の
田
ん
ぼ
で

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ど
ん
ど
や
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
浜
Ａ
自
治
振
興
会
主
催

で
行
わ
れ
た
こ
の
ど
ん
ど
や
。
午
後
１

時
の
合
図
に
あ
わ
せ
て
点
火
さ
れ
る
と
、

勢
い
よ
く
一
気
に
燃
え
上
が
り
、
竹
の

は
じ
け
る
音
が
通
潤
橋
周
辺
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。　

会
場
で
は
そ
の

ほ
か
に
も
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の
振
る
舞
い

も
行
わ
れ
、
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、

通
潤
橋
を
訪
れ
た
観
光
客
も
足
を
止
め
、

ど
ん
ど
や
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

無
病
息
災
を
願
い

　
　
　
　

大
ど
ん
ど
や

　

12
月
21
日
、
旧
浜
町
会
館
の
駐
車
場

で
ハ
イ
カ
ラ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
気
温
も
低
く
、
雪
も
チ
ラ
つ
く

天
候
の
中
、
数
多
く
の
出
店
が
あ
り
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
つ

き
た
て
の
餅
の
振
る
舞
い
も
あ
っ
た
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
演

奏
会
や
、
女
性
た
ち
に
よ
る
俵
さ
し
大

会
、
山
都
こ
ろ
っ
け
早
食
い
競
争
も
行

わ
れ
、会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

山都町茶道教室から
　　　　被災地へ

ハ
イ
カ
ラ
市

ヤ
マ
メ
さ
ん
元
気
で
ね
！

　

11
月
28
日
、
清
和
小
学
校
児
童
が
ヤ

マ
メ
の
放
流
を
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
清
和
小
学
校
で
実
施
し
て
い

る
こ
の
放
流
は
、
緑
川
漁
業
協
同
組
合

が
豊
か
な
水
産
資
源
の
確
保
と
河
川
の

環
境
を
守
る
心
を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
緑
川
の
支
流
に
な
る
大
矢
川

に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
清
和
小
学
校
の
１
、
２
年

の
児
童
が
ヤ
マ
メ
の
話
を
聞
い
た
後
、

ヤ
マ
メ
を
バ
ケ
ツ
に
移
し
て
放
流
し
ま

し
た
。

金
内
保
育
園
児
も
ち
配
り

　

12
月
16
日
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
金
内
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

餅
を
配
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
風
が
冷
た
い
な
か
、
金
内
地

区
の
沿
道
で
、
運
転
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
「
交
通
安
全
を
お
願
い
し
ま
す
。」

の
元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に
園
児
が

作
っ
た
餅
を
配
り
ま
し
た
。
餅
は
保
護

者
会
と
一
緒
に
安
心
安
全
の
コ
イ
農
法

の
田
ん
ぼ
で
育
て
た
餅
米
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
餅
を
貰
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
は
「
安
全
運
転
に
気
を
つ
け
ま
す
。」

と
い
っ
た
言
葉
が
園
児
た
ち
に
か
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

幽
玄
な
竹
明
か
り
で

　
　
　
　
　

年
越
し
を

　

12
月
31
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
男

成
神
社
の
参
道
で
み
た
け
竹
灯
か
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
男
成
神

社
に
初
詣
に
訪
れ
る
人
た
ち
を
幻
想
的

な
竹
灯
か
り
で
迎
え
よ
う
と
、
み
た
け

竹
灯
か
り
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
も

の
で
す
。

　

大
晦
日
の
晩
は
雨
風
が
強
く
、
開
催

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
点
灯
の
時
間

に
は
収
ま
り
、
参
道
は
幽
玄
な
竹
明
か

り
の
灯
か
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
神
社

の
近
く
を
通
り
か
か
っ
た
初
詣
客
も
足

を
運
び
、
写
真
に
収
め
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

愛
の
１
円
玉
募
金
伝
達
式

 

山
都
町
老
人
ク
ラ
ブ
蘇
陽
支
部
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
愛
の
１
円
玉
募
金
活

動
が
本
年
も
展
開
さ
れ
、
去
る
12
月
16

日
、
蘇
陽
総
合
支
所
に
お
い
て
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
19
年
目
を

迎
え
る
こ
の
伝
達
式
で
は
、
山
都
町
老

人
ク
ラ
ブ
蘇
陽
支
部
の
中
村
勲
支
部
長

か
ら
愛
の
ズ
ッ
シ
リ
詰
ま
っ
た
２
７

３
，
２
０
８
円
の
目
録
が
山
都
町
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
の
甲
斐
利
幸
会
長
へ

と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
旧
下
名
連
石
小
学
校
の

体
育
館
で
「
下
名
連
石
新
春
ふ
れ
あ
い

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
た
こ
の
祭

り
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
新
春
の
催
し

を
楽
し
み
に
、
下
名
連
石
地
区
外
か
ら

も
多
く
の
住
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。
矢

部
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
消
防
音

楽
隊
Ｈ
Ａ
Ｌ
合
同
に
よ
る
演
奏
や
山
風

華
の
ダ
ン
ス
、
地
元
青
壮
年
部
に
よ
る

獅
子
舞
の
披
露
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
男
・
年
女
が
扮
し
た
七
福

神
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
会
場
は
一
気

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
茶
道
教
室
の
子
ど
も
た
ち
が
、

今
年
８
月
に
大
雨
で
被
害
を
受
け
た
広

島
県
へ
の
義
援
金
を
教
育
委
員
会
に
渡

し
ま
し
た
。こ
の
義
援
金
は
、
夏
休
み
茶

道
教
室
に
通
っ
た
小
学
生
と
矢
部
高
校

茶
道
部
が
、11
月
３
日（
祝
日
）に
行
わ
れ

た
矢
部
地
区
総
合
文
化
祭
で「
子
ど
も
の

呈
茶
」を
開
催
し
た
際
に
、
お
客
さ
ん
か

ら
頂
い
た
料
金
の
一
部
で
す
。11
月
６
日

に
児
童
・
生
徒
の
４
人
が
、「
被
災
地
へ

義
援
金
と
し
て
渡
し
て
く
だ
さ
い
」と
山

下
明
美
教
育
長
に
渡
し
ま
し
た
。義
援
金

は
日
本
赤
十

字
社
熊
本
県

支
部
を
通
じ

て
、広
島
県
大

雨
災
害
義
援

金
と
し
て
送

ら
れ
ま
す
。

七
福
神
か
ら
福
ま
き
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十
二
月
の
人
権
旬
間
に
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
人
権
作
文
を
二
・
三
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
二
名

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
（
今
月
は
蘇
陽
南
小　
坂
本
琉
皇
さ
ん　
潤
徳
小　
高
橋
楓
綾
さ
ん
の
作
文
を
掲
載
し
、
来
月
号

に
は
矢
部
小　
藤
田
夏
綺
さ
ん　
清
和
中　
奈
須
雅
俊
さ
ん　
矢
部
高　
國
武
咲
希
さ
ん
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。
）

子
ど
も
た
ち
の
人
権
作
文

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

当
然
の
権
利
こ
れ
が『
人
権
』で
す

｢

ぼ
く
は
、気
持
ち
が
分
か
り
ま
す｣

蘇
陽
南
小
学
校　
三
年　

坂
本　

琉
皇
さ
ん

５
・
23
集
会
の
時
、解
放
子
ど
も
会
の
人
た
ち

が
、
ハン
ス
ト
や
内
大
臣
の
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。そ
の
話
を
聞
い
て
、
ぼ
く
は
、ハン
ス
ト
の
こ
と

を
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
ま
す
な
が
さ
ん
と
小
松
さ
ん
か

ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。ま
す
な
が
さ
ん
た
ち
の
村

は
、
水
道
も
つ
く
って
も
ら
え
な
かっ
た
し
、
道
も

せ
ま
く
て
、
き
ゅ
う
き
ゅ
う
車
も
消
ぼ
う
車
も
通

れ
な
か
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
で
ハン
ス
ト
を
し
ま
し

た
。ハン
ス
ト
と
は
、
ハン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
の
こ
と

で
、
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
で
す
わ
り
こ
み
を
し
て
よ

う
き
ゅ
う
す
る
こ
と
で
す
。ま
す
な
が
さ
ん
が
、

｢

十
月
二
十
七
日
の
朝
八
時
三
十
分
か
ら
十
月
三

十
日
ま
で
三
ぱ
く
四
日
の
す
わ
り
こ
み
を
し
た

よ
。ご
は
ん
を
食
べ
ず
に
し
た
よ
。役
場
の
前
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
す
わ
っ
た
。町
長
さ
ん
や
役
場
の
え
ら

い
人
た
ち
と
ず
っ
と
話
し
合
い
を
し
た
。｣

と
言
い

ま
し
た
。ぼ
く
は
、
ま
す
な
が
さ
ん
の
話
を
聞
き

な
が
ら
、こ
の
村
だ
け
道
も
せ
ま
い
し
、役
場
が
こ

の
村
だ
け
ほっ
た
ら
か
し
に
し
た
の
が
お
か
し
い
と

思
い
ま
し
た
。せ
っ
か
く
決
め
た
国
の
ほ
う
り
つ

が
、あ
と
二
年
で
切
れ
て
し
ま
う
の
に
、何
も
し
て

く
れ
ん
か
ら
、
ぼ
く
は
い
か
ん
と
思
い
ま
し
た
。だ

か
ら
、ま
す
な
が
さ
ん
た
ち
は
ハン
ス
ト
を
し
た
と

思
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、役
場
の
人
た
ち
に
立
ち
向

か
っ
た
の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。ま
す
な
が
さ

ん
が
、｢

命
が
け
の
た
た
か
い
だ
っ
た
。で
も
役
場
の

前
に
す
わ
り
こ
み
を
し
て
よ
う
き
ゅ
う
し
な
い

と
、
お
れ
た
ち
の
村
の
く
ら
し
は
よ
く
な
ら
な
い

と
思
って
し
た
。｣

と
言
い
ま
し
た
。

ハン
ス
ト
の
三
日
目
の
夜
は
雨
だっ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
、内
大
臣
の
人
た
ち
が
、カ
ン
パ
を
持
って
お

う
え
ん
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。ま
す
な

が
さ
ん
が
、｢

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。一
生
わ
す
れ

ん
。｣

と
言
い
ま
し
た
。ま
わ
り
の
村
の
人
た
ち
は
、｢

何
し
よ
ら
す
と
だ
ろ
う
か
。｣

と
い
う
目
で
見
た
り
、

悪
口
を
言
っ
た
り
し
た
け
ど
、内
大
臣
の
人
た
ち
は

お
う
え
ん
に
来
て
く
れ
た
か
ら
、
う
れ
し
かっ
た
と

思
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、内
大
臣
の
人
た
ち
は
、え
ら

い
と
思
い
ま
し
た
。内
大
臣
の
人
た
ち
は
、
中
尾
の

人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
さ
べつ
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

ま
す
な
が
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
が
分
か
って
お
う

え
ん
に
来
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ま
す
な
が
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
が
分

か
り
ま
す
。ぼ
く
は
、い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
す
。あ
そ
び
の
中
で
、｢

れ
お
か
ら
に
げ

ろ
ー
。｣

と
言
わ
れ
た
り
、バ
ス
に
乗
る
時
、ぼ
く
だ

け
一
人
ぼ
っ
ち
に
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

とって
も
い
や
で
、
く
や
し
く
て
、
頭
が
く
ら
く
ら

し
ま
し
た
。だ
か
ら
、
ま
す
な
が
さ
ん
た
ち
が
、

ず
っ
と
く
や
し
かっ
た
気
持
ち
が
分
か
り
ま
す
。

運
動
会
の
時
、
ぼ
く
は
、
低
学
年
の
赤
団
の
団

長
を
し
ま
し
た
。予
行
練
習
の
時
、
二
年
生
の
人

が
、｢

今
日
は
、○
○
君
が
、休
ん
だ
け
ん
、リ
レ
ー
、

勝
っ
た
ん
だ
ろ
。｣

と
言
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、
そ
れ

は
ち
が
う
、
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。だ
か
ら
す

ぐ
に｢

そ
ん
な
こ
と
言
う
な
よ
。そ
ん
な
こ
と
言
っ

た
ら
い
か
ん
だ
ろ
。｣

と
言
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、
言

わ
れ
た
人
は
と
っ
て
も
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
と

思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
勉
強
し
た
こ
と
を
紙
し
ば
い
に

し
て
発
表
し
ま
し
た
。ぼ
く
は
、
ハン
ス
ト
の
こ
と

と
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。紙
し

ば
い
の
後
の
意
見
交
か
ん
の
時
、
友
だ
ち
が｢

れ
お

く
ん
を
い
じ
め
た
の
が
本
当
に
い
か
ん
だ
っ
た
。そ

の
こ
と
を
紙
し
ば
い
で一番
言
い
た
か
っ
た
。｣

と
言

い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、｢

そ
う
言
って
く
れ
て
う
れ
し

かっ
た
。｣

と
言
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、ち
ょっ
と
だ
け

す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

｢

水
俣
病
か
ら
学
ん
だ
こ
と｣

　

潤
徳
小
学
校　

五
年　

高
橋　

楓
綾
さ
ん

私
は
、
今
ま
で
水
俣
病
と
い
う
病
気
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
ど
の
よ
う

な
病
気
な
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
人
け
ん
学
習
や
集
団
宿
泊
で
水
俣
病
の
こ

と
を
勉
強
し
て
、
水
俣
病
の
原
因
や
患
者
さ
ん

の
思
い
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
水
俣
の
チ
ッ
ソ
工
場
は
水
俣

病
の
原
因
は
自
分
達
の
工
場
が
出
し
て
い
る

山
都
町
人
権
旬
間
関
連
事
業（
人
権
講
演
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
山
都
町
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

山
都
町
人
権
旬
間
の
一
環
と
し
て
十
二
月
四
日
（
木
）
か
ら
五
日
（
金
）
に
か
け
て
蘇
陽
総
合

支
所
、
矢
部
中
体
育
館
（
中
学
生
対
象
）
、
清
和
山
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
元
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
道
志
真
弓
さ
ん
を
お
招
き
し
、｢

笑
顔
の
戦
士
〜
生
き
て
い
る
っ
て
幸
せ
〜

｣

と
題
し
た
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
愛
娘
の
生
き
た
八
年
間
の
親
子
の
つ
な
が
り
や
愛
、
命
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
九
日
（
火
）
に
は
山
都
町
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
が
矢
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー｢

千
寿
苑｣

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
五
人
に
よ
る
人
権
作
文
の
発
表
と
元
高
校
教
師
で
あ
る

宮
本
延
春
さ
ん
の｢

オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師
に
な
る
〜
い
じ
め
、
引
き
こ
も
り
、
天
涯
孤

独
の
絶
望
を
乗
り
越
え
て
〜｣

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
人
権
啓
発
作
文
は
、
生
活
の
中
に
あ
る
人
権
や
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど
気
づ

き
や
思
い
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
宮
本
さ
ん
の
壮
絶
な
生
い
立
ち
や
高
校
教
師
を
目
指
し
た
思
い
、
ま
た
そ
の
中
で

出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
集
会
も
参
加
者
は
、
自
分
の
思
い
と
重
ね
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
発
表
や
講
師
の
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

工
場
排
水
（
メ
チ
ル
水
銀
）
で
あ
る
こ
と
が

ネ
コ
実
験
で
分
か
っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を

か
く
し
て
害
の
あ
る
メ
チ
ル
水
銀
を
流
し
続

け
て
い
た
こ
と
で
す
。
市
民
か
ら
の
信
頼
が

な
く
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
り
、
工
場
の
利

益
を
優
先
し
た
り
す
る
た
め
に
、
流
し
続
け

た
こ
と
は
、
自
己
中
心
的
で
無
責
任
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
こ
の
こ
と
を
知
り
、
腹
が
立

ち
ま
し
た
。
原
因
が
分
か
っ
た
時
に
原
因
を

発
表
し
、
メ
チ
ル
水
銀
を
止
め
て
お
け
ば
、

苦
し
む
患
者
さ
ん
も
減
っ
た
は
ず
だ
し
、
症

状
も
軽
く
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

二
つ
目
は
、
水
俣
病
の
人
や
、
そ
の
家
族

が
市
民
か
ら
ひ
ど
い
差
別
を
受
け
て
い
た
こ

と
で
す
。
水
俣
病
の
人
が
買
い
物
に
行
っ
て

お
金
を
は
ら
お
う
と
し
た
ら
、
店
の
人
は
お

く
か
ら
竹
ざ
お
に
さ
し
た
ざ
る
を
持
っ
て
来

て
、
そ
の
中
に
お
金
を
入
れ
さ
せ
た
そ
う
で

す
。
水
俣
病
の
人
は
し
ょ
う
が
な
く
そ
の
中

に
お
金
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
う
つ
る

病
気
じ
ゃ
な
い
の
に
さ
け
る
の
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
が
さ
れ
た
ら
腹
が
立
つ

し
、
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

三
つ
目
は
、
水
俣
病
の
人
が
学
校
に
行
っ
て

ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
新
し
い
ノ
ー
ト
や
え
ん
ぴ
つ

な
ど
を
出
す
と
、
友
達
が
近
寄
っ
来
て
、｢

い

い
な
。
〇
〇
く
ん
は
ほ
し
ょ
う
金
で
新
し
い
の

を
買
え
て
。｣

と
い
や
み
の
よ
う
に
言
っ
て
来

た
こ
と
で
す
。
水
俣
病
の
人
は
好
き
で
水
俣
病

に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に
、｢

ほ
し
ょ
う

金
で
買
え
て
い
い
な
。｣

と
言
わ
れ
て
と
て
も

い
や
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
当
は
お

父
さ
ん
が
一
生
懸
命
働
い
て
買
っ
て
く
れ
た
の

に
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
悔
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

私
は
水
俣
病
の
勉
強
を
し
て
自
分
の
生
活
も

ふ
り
返
り
ま
し
た
。
私
は
〇
〇
ち
ゃ
ん
と
は
仲

良
し
だ
か
ら
注
意
す
る
時
は
笑
っ
て
許
す
け

ど
、
〇
〇
ち
ゃ
ん
と
は
仲
が
良
く
な
い
か
ら
き

つ
く
注
意
し
て
、
人
に
よ
っ
て
接
し
方
を
変
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
が
い
い
人
で
集
ま
っ

て
話
し
て
い
る
時
に
他
の
人
が
入
っ
て
来
る

と
、
そ
の
話
に
入
れ
な
い
の
で
、
集
団
で
無
視

し
た
り
省
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
民
の
人
が
水
俣
病
の
人
達
に
し
た
差
別
と
同

じ
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
だ
れ
に
で
も
平
等
な
態
度
で

接
し
て
い
っ
て
だ
れ
と
で
も
仲
良
く
し
て
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

子どもたちの発表

講師の道志さん

講師の宮本さん

山都町人権旬間関連事業

山都町人権を考える町民の集い

さ
か
も
と

れ　

お

た
か
は
し

ふ
う
あ

119

わ
た
し
た
ち
の

わ
た
し
た
ち
の
人
権
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
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全国高校女子サッカー選手権大会で直接対決！全国高校女子サッカー選手権大会で直接対決！

４歳児４歳児

歯科検診歯科検診

ぼく・わたし むし歯なかったヨ！ぼく・わたし むし歯なかったヨ！

　矢部 FCジュニア出身の２人の高校生が、１月３
日（土）～ 11 日（土）に兵庫県で行われた第 23 回
全国高校女子サッカー選手権大会に出場しました。
関西地区代表、日ノ本学園高校 ( 兵庫県 ) ３年生の
國武愛美さん（中島小、矢部中）と、九州地区代表、
鎮西学院高校（長崎県）２年生の吉岡あなんさん ( 潤

徳小、矢部中 ) です。大
会では両校とも１回戦を
勝ち上がり、２回戦で直
接対決が実現しました。
試合結果は４ 0 で日ノ
本学園が勝利！この試合
に勝った日ノ本学園は決勝まで進み、見事、優勝！大会２連覇を成し遂げま
した。また、國武愛美さんは大会のベストイレブンにも選出され、優勝に花
を添えました！
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山都町の人口
〔平成26年12月31日現在〕
男 7,985人 （－27）
女 8,591人 （－27）
計 16,576人 （－54）
世帯 6,679戸 （－18）

※（　）は前月比
※最高齢は105歳〔女性１人〕
※平成26年12月の出生者数
　６人（去年の出生者数　69人）
※平成26年12月の死亡者数
　27人（去年の死亡者数　308人）

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル  

入
選
作
品
（
学
校
名
は
当
時
）

危
機
感
な
い　

あ
な
た
の
運
転　

命
取
り

 

髙
森
実
結
（
矢
部
高
校
３
年
）

道
は
み
ん
な
が
通
る
道　

交
通
マ
ナ
ー
を
確
認
し
て

 

原
田
ツ
ル
子
（
一
般
）

和
光
教
室
書
道
部
の
大
塚
憲
一
さ
ん
（
米
生
）
作

▼
馬
見
原
酔
山
会

く
る
む
手
の
大
き
さ
に
し
て
あ
ん
こ
餅 

三
枝　

秀
晴

小
春
日
に
お
下
げ
編
ま
れ
し
を
さ
な
か
な 

本
田　
　

彰

譲
ら
れ
し
席
の
温
も
り
古
希
の
秋 

兼
瀬　

哲
治

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

秘
境
へ
と
い
よ
い
よ
狭
く
谷
紅
葉 

草
樹　
　

萌

白
菜
を
指
で
つ
か
ん
で
し
ま
り
み
る 

小
野　

紀
子

耳
の
外
健
康
な
り
し
冬
ぬ
く
し 

赤
澤
冨
美
子

手
に
も
な
り
足
に
も
な
り
し
吾
が
娘
に
は

　
　

た
だ
あ
り
が
と
う
そ
の
こ
と
ば
だ
け 

木
下
ス
エ
オ

「
パ
ー
マ
屋
に
持
っ
て
行
く
か
ら
作
っ
て
」
と

　
　

母
に
せ
が
ま
れ
饅
頭
つ
く
る 

本
田
健
二
郎

ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
素
枯
れ
て
侘
し
夕
間
暮
れ

　
　
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
引
き
抜
き
て
お
り 

山
下　

弘
子

▼
通
潤
句
会

掛
け
大
根
へ
の
字
と
な
り
て
下
ろ
さ
る
る 

菅　

清
次
郎

狸
汁
語
り
し
人
ら
み
な
逝
け
り 

中
村　

暢
子

竹
爆
け
今
年
占
う
ど
ん
ど
の
炎 

田
中
か
つ
み

▼
清
和
短
歌
会

寒
の
朝
と
っ
て
返
し
て
夜
具
の
中

　
　

体
ふ
る
え
る
冷
め
た
と
温
く
み 

平
川　
　

竜

三
十
年
夫
を
看
と
り
し
親
友
は

　
　

甘
え
た
き
こ
と
身
内
に
秘
め
て 

原
田
由
紀
子

積
む
雪
を
花
に
見
立
て
て
庭
先
で

　
　

寒
さ
堪
え
て
花
見
す
る
な
り 

渡
辺　

辰
男

　山都町の特別支援学級で学
んでいる子どもたちが、日頃学
習でとりくんでいる絵、手芸、
工作などを作品展示します。
　個性あふれる素直で楽しい
作品をどうぞご覧下さい。

（約 50点）

出展者：山都町特別支援　
教育研究会

～ ２月ギャラリーのご案内 ～

第 14回

さんサンなかま作品展
　平成27年２月３日（火）
　　　　 ～２月27日（金）まで

水曜日定休日

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

前号の訂正とお詫び前号の訂正とお詫び
　12 月 24 日発行第 118 号の広報やまとにおいて誤りがありまし
た。関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。お詫びして
訂正いたします。
○表紙　（誤）11 月 18 日　→（正）11 月８日
○３ページ　中段 13 行目　（誤）昨年 12 月　→（正）昨年３月

　新年、明けましておめでとうございます。
　今回表紙で使わせていただいた、みたけ竹灯かり。前回、
初めてお邪魔させていただき、その時の竹灯篭の綺麗さに今
回もお邪魔させていただきました。お話をうかがうと 12 月初
旬から準備されていたとのこと。あの綺麗な竹灯篭の灯かり
の裏には、地元の方たちの並々ならぬ努力があってこそ灯さ
れているんだなぁっと改めて感じました。
　2015 年。今年は三町村が合併して 10 周年と節目の年を迎
えます。この節目の年に自分もこれまでどおりでなく、これ
までとは違ったことをしてみたい。自分だけではなく、自分
以外の周りの人も幸せにできるようになりたい。そう思いな
がらみたけ竹灯かりを眺めていました。
　今年もいろんな場所でお世話になるかと思いますが、皆様
どうぞよろしくお願いいたします。㋟

★ 必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も ★★ 必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も ★
熊本県最低賃金が改正されました。
（1）地域別最低賃金

最低賃金の件名 時　間　額 効力発生年月日

熊 本 県 最 低 賃 金 ６７７円 平成２６年１０月１日

（2）特定（産業別）最低賃金

最低賃金の件名 時　間　額 効力発生年月日

電 子 部 品・ デ バ イ ス・ 電 子
回 路、 電 気 機 械 器 具、 情
報 通 信 機 械 器 具 製 造 業

７２５円

平成２６年１２月１５日自動車・同附属品製造業、船舶
製造・修理業、舶用機関製造業 ７７５円

百 貨 店、 総 合 ス ー パ ー ７０７円
　産業別最低賃金には、適用範囲があります。詳しくは、熊本労働局労働基準部賃金室（電話
096‒355‒3202）又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

テレビ映像部分

上記の画面でない場合は「天気＿ニュース」を
選び、「決定を押します。※番組によっては出な
い場合がございます」

視聴
方法

２月の当番医
２月  1 日　そ よ う 病院（電話83-1122）
２月  8 日　高田整形外科（電話72-1007）
２月 15日　坂本クリニック（電話72-0210）
２月 22日　伴 病 院（電話72-0029）
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タイトル：山都町アルプス
撮影場所：内大臣
撮 影 者：尾上  利弘
コメント：今冬も内大臣の山々に積雪が見られたの
で撮りに行きました。全山を見渡すと峰々は白く輝
いて連なるまでアルプスを見るようでした。この写
真はその一部です、この神々しい雪の連山を前に、
思わず手を合わせていました。
連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

山都町アルプス

2月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 4 5 6 7
　そよう病院
　農林業センサ
ス基準日

やまトーク
（朝日）

償却資産（固
定資産税）申告
期限
集合税（町県

民税・固定資産
税・国民健康保
険税）8期納期限

　 やまトーク
（御岳西部）

２歳児歯科健
診

蘇陽地区移動
図書

やまトーク
（小峰）

１歳６ヶ月児
健診

蘇陽地区移動
図書

やまトーク
（中島西部）

蘇陽地区移動
図書

山都町 IT 講
習会（Aコース）
（Bコース）

育児講座講演
会

平成26年度山
都町女性研修会

8 9 10 11建国記念の日 12 13 14
　高田整形外科
クリニック
第41回郡市

対抗熊日駅伝

やまトーク
（浜町Ｃ地区）
山都町 IT 講

習会（Aコース）
（Bコース）

やまトーク
（大野）
清和地区移動

図書

山都町誕生
１０周年
やまトーク

（下名連石）

お知らせ版
無料登記相談
清和地区移動

図書

やまトーク
（菅尾）
山都町 IT 講

習会（Aコース）
（Bコース）
蘇陽地区春健

診

愛林駅伝大会

15 16 17 18 19 20 21
　坂本クリニック
　山都町立図書
館講演会

確定申告・町
県民税・国民健
康保険税の申告
相 談（～ 3/16
㈪まで）

山都町 IT 講
習会（Aコース）
（Bコース）

やまトーク
（下矢部西部）

やまトーク
（中島東部）

矢部地区移動
図書

やまトーク
（御岳）

矢部地区移動
図書

就学前「同和」
教育研究集会

やまトーク
（御所）

乳幼児健診
（矢部地区）

矢部地区移動
図書

山都町 IT 講
習会（Bコース）

　

22 23 24 25 26 27 28
　伴病院 やまトーク

（下矢部東部）

山都町 IT 講
習会（Bコース）

やまトーク
（浜Ａ）

広報紙
やまトーク

（二瀬本）

集合税（町県
民税・固定資産
税・国民健康保
険税）9期口座
振替日

やまトーク
（長谷）

大腸内視鏡説
明会

乳幼児健診
（清和・蘇陽地区）

総合計画審議
会

松橋収蔵庫講
座

　

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日


